
平成14年に発掘調査をしました岡谷丸山遺跡西区の報告書が発行されました。
調査では、日本では初めてとなる「二本が並んでいた一対の矢柄研磨器（やがらけんまき）」が

出土し、びっくりするような発見と話題となりました。また、その大きさも桁外れで、各々長さ約
23ｃｍ、重さ約1.4㎏と、これまでに発見された矢柄研磨器の数倍ありました。当時、発掘調査の
指導をしてくださった岡谷市出身の元明治大学学長戸沢充則氏から「国重要文化財級の発見」と評
価されました。その後縄文時代草創期の遺物が確認され、また、約2000点に及ぶ石鏃（せきぞく：
石のやじりのこと）が確認されたことで、矢柄を作る石器である矢柄研磨器の重要性がより増しま
した。他に、重さ3.86㎏の黒曜石が出土していて、矢の製作に必要な石鏃がたくさんあり、これら
の遺物は岡谷丸山遺跡が矢作りの拠点であったことを示していると考えられています。

覧古考新 : 古い事柄を顧みて、新しい問題を考察すること
～岡谷の歴史を深く思い、岡谷の今を重ね、岡谷の未来が拓けるような新しい市史をめざして～
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やがらけんまき
「矢柄研磨器の研究」報告書の発刊！！ ～覧古考新 考古編 ②～

『「矢柄研磨器の研究」
岡谷丸山遺跡西区報告書
縄文時代草創期の様相』

岡谷美術考古館にて頒布
（１冊2,500円）

矢柄研磨器出土状況

発見された
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岡谷市内における遺跡の位置（●調査地点）

周辺の遺跡
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『「矢柄研磨器の研究」
岡谷丸山遺跡西区報告書
縄文時代草創期の様相』
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岡谷美術考古館展示の「矢柄研磨器」（複製品）
・長さ23ｃｍ ・最大幅8ｃｍ
・最大高6ｃｍ ・溝の最大幅8ｍｍ
・溝の深さ最大6ｍｍ ・重さ各1.4ｋｇ

矢柄研磨器は溝の入った石
を二つ組み合わせ、矢柄とな
る木の枝や竹を通して前後に
動かし、矢柄を整える道具と
言われている。縄文時代草創
期に特有の石器とされ、これ
ほど大型で完形の矢柄研磨器
はたいへん珍しく、対に並べ
たように出土した例はない。
弓矢を使うことが縄文時代

の特徴のひとつであり、シベ
リアなどの大陸から渡ってき
た石器であることなど、大変
貴重で重要な資料である。

『矢柄研磨器の研究』を拝読させていただき、「第Ⅲ章 矢柄研磨器と縄文時代草創期の調査とその
成果」に大きな関心を持ちました。特に、「３．三次元データに基づく矢柄研磨器の検討縄文時代草
創期の石器」（P21～28）は、最先端の技術を用いた分析を行っています。その結果、「～検討を要
する～」となっています。 きっと、矢柄研磨の技術的な方法はまだまだ解明が難しい点が分かり、
単に二つの石器を合わせれば矢柄ができるわけではない事が書かれていて、私は考古学の難しさを改
めて実感することが出来ました。感謝です。遺物の発見の素晴らしさ！その方法や意味や価値を検証
していく地道な功績に頭が下がる思いです！！

岡谷市史編さん室 本年度もよろしくお願いします

今年度、市史編さんにかかわる主な職員です。
お世話になります。
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↑新聞記事出典：「岡谷市民新聞」平成14年9月20日発行 第1面 ㈱岡谷市民新聞社提供
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岡谷美術考古館の展示

生涯学習課長兼市史編さん室長 三澤達也
市史編さん室担当主幹 秋山仁志
市史編さん室担当主査 藤森栄太
同 担当主査 小池秀昭
同 専門職員 小林 博
同 専門職員 櫻井 洋

市史編さん室だより「覧古考新」に関わる取材の際は、ご協力をお願いします。今年度も引き
続き親しみやすい紙面づくりに努めてまいります。ご意見ご感想をお寄せください。
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発見当時の新聞記事から


